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 売上⾼は、1,771 億円で、前年同期⽐10.4％の増収。IT関連顧客向け
が好調だった産業機器が売上拡⼤を牽引。

 営業利益は、既存事業ベースでは営業増益となるも、18億円の買収関連
費⽤の計上により、全社では減益。

 親会社株主に帰属する四半期純利益は、不動産売却益や税効果会計等
の前期特殊要因がなくなった影響により、⼤幅な減益。
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 売上増減は、主に、P&S事業の消耗品売上の増加とM&S事業の産業機
器売上の増加により、65億円のプラス。

 為替影響は、ユーロが円⾼となったことを中⼼に、24億円のマイナス。

 販管費は、P&S事業とM&S事業を中⼼に41億円の増加。

 研究開発費は、対前年同期⽐8億円の増加。

 その他は、全額がドミノ社の株式取得等に係る費⽤。
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 今回の業績予想から、ドミノ社を連結範囲に加えた影響を織り込む。

 売上⾼は、期初予想から700億円の上⽅修正。内訳は、ドミノ社の新規連
結効果により500億円、為替の想定レートを円安⽅向に⾒直したことにより、
約200億円。

 営業利益は、ドミノ社株式の取得に係る⼀時的な費⽤も含め、ドミノ事業関
連で△45億円のマイナスを織り込むものの、主に想定為替レートを円安⽅向
に⾒直したことによるプラス影響等で吸収することで、期初予想から変更無し
。
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 通信・プリンティング機器、マーケット⾃体には⼤きな変化はないものの、⽶州
、中国等の地域での⼀時的な在庫調整により、Q1はセルインが鈍化。ただし
、セルアウト⾃体には⼤きな変化はないことから、Q2以降のセルインは元に戻
ると想定。
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 売上⾼は、中価格帯の新製品の投⼊により、海外を中⼼に売上が拡⼤。欧
州はロシアの影響でマイナスとなるも、⻄欧は堅調が続く。
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 ⼯業⽤ミシンは、本縫い機新モデルの投⼊により、中国の売上が⼤きく回復。
欧⽶においてはガーメントプリンターが堅調に推移。

 産業機器は、IT関連の顧客向けの販売が好調に推移したことに加え、⾃動
⾞関連顧客向けも堅調に推移し、四半期過去最⾼の売上となる。
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 売上⾼は、カラオケ店舗の運営事業が堅調に推移したことや、㈱テイチクエンタ
テイメント及び㈱テイチクミュージックを連結したことにより、増収となる。

 営業損失となったものの、研究開発費等の減少により、損益が改善。
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 各地域とも堅調に推移したほか、アジアの⼀部地域における商流変更に伴う
影響もあり、増収となる。
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